


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































116 2013 年度　心理社会的支援研究　第 4集
務から見えるもの－．2012年度心理社会的支援研
究　第 3号 pp.3-24．京都文教大学
・高良聖編著．（1996）．警告！早期教育が危ない　臨
床現場からの報告．日本評論社
・全国保育協議会．（2008）．全国の保育所実態調査報
告書
参考文献
・柏女霊峰監修　全国保育士会編．（2009）．改訂版
全国保育士会倫理綱領ガイドブック．社会福祉法
人　全国社会福祉協議会
・北後佐知子．（2011）．フレーベルの思想における成
長・発達の原点としての乳児期．佛教大学大学院
紀要　教育学研究篇　第 39号 pp.71-84．佛教大
学
・子どもの権利条約総合研究所編集．（2011）．子ども
の権利条約ガイドブック．子どもの権利研究　第 18
号．日本評論社
・モンテッソーリ ; M．鼓常良訳．（1968）．幼児の秘密．
国土社
・モンテッソーリ; M．鼓常良訳．（1971）．私のハンドブッ
ク．京都市右京区桂月見ヶ丘幼児教育研究所
・柴田長生．（2012）．保育士が有する対人援助職として
のコンテンツの検討　－専門相談機関に勤務する
保育士への聞き取り内容から－．全国保育士養成
協議会第 51回研究大会　研究発表論文集．62-63
対人援助職としての保育士の可能性　3 117
要　約
保育所保育士に、「保育士として大切にしたいこと」「保育士が行う対人援助業務」等に関するイン
タビューを個別及びグループの形式で実施し、聞き取り内容から、保育所保育士における「対人援助
職としての可能性」について考察した。考察では、保育所保育士の専門性を構成する内容として、①
「あそび」への共感性と信頼に基づく、子どもの主体性と自律性の尊重、及び子どもの自発性に基づ
く「あそび」の創造、②集団の中での子どもの把握と、その中で個々の子ども全体に保育士の注意を
持続できるための参与観察者としての態度形成、③「あそび」エピソードの把握と、親・同僚などへ
のエピソードの発信による、子ども像の伝達・共有、④「健全育成モデル」に基づく親支援、の 4点
について述べた。これらの現場実践は、「全国保育士会倫理綱領（2003）」や、「保育所保育指針（2008）」
に謳われている保育所保育士の専門性を担保していると考えられる。
キーワード：保育所保育士、対人援助業務、保育士の専門性
